
Title マンチェスタァに於ける社会・経済的調査（J. S. Ashton, Economic and Social Investigations in
Manchester 1833-1933. pp.xii., 179., 1934.）

Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1934

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.28, No.8 (1934. 8) ,p.1223(79)- 1232(88) 
JaLC DOI 10.14991/001.19340801-0079
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19340801-

0079

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


- 

•

•

繁

：

興

タ

”ァ

战

於
f

 

” 

V

r-
 

- ■

 :

 .

 

-
S
t

.
'
.

r-ソ
 

•

 

• 

•-

 

.-

.

.

.

.
•
-
-
> 

.

.

.

.

.

.

.

. 

■

,
 

. 

• 

- 

.

.

. 

、
.
：
.

 

• 

- 

-

.

.
I
_ 

...

，
.

…

i 

(

J
/c/
. A

s

 
ば to

n
.

 

E
c
o
n
o
m
i
c
.
'
a
n
d

 

S
o
c
i
a
l

 

I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
s

 

m

 

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

.
\

 

.

ぺ-..
;

'

.

 ■

 i

.-
ィ

 

■
■

':■
.

ノ 

：： 

‘
 

s
. 

^
 

^

V
-
" 

”
.，

「

e 

”

v

'

.

>

.

o

:

:

,

.

'
看.：：ハ:

デ

': 

'

り
“

.；

,
:

v 
へ
，

.；.野

.、
猶

：：.ノ
兼

？

.太

'一
鄭

：：

.

.

.、メ. .

■

フ•- .、
 

.

. 

■

.

.
 

'■
■- • 

... 

, 

:

■

:
..-
V 

.!■

., :
■

'
."
バ
ン
. 

- 
.
.
.
.
■

.
本
書
ば.
マ
み
ち
ラ
ス
妒.
デ
統
訢
協
會
が
き
吿
書
_
詳.
細

に

蒙

3
^̂
^

紀

め

初

期

に

於

い

て

マ
Z
チ
エ
ス
タ
ァ
は
新
皿
ハ
都
市
と
し
て
急
激
な
る
發

^
を
遂
げ
た
。

一
八
一
一
一

¥
と

.
'
ー
八

1
1ーl
¥'i
:
の
：僅
か
十
年 

間

.に
V 

,
翻

の

.
<
<
1
1
_

时
靴
艽
分

.の
% ;
邶
を
見

.せ
て

.ゐ

.

.
旮

0
>
.
2:
#

得
な
か
づ
わ
。
..殊
にそ
れ
等
の
人
ロ
增
ガ
が
鍾
方
民0

:
^
ァ̂
ィ
ル
ラ
ン
ド
人
の
歡®

：越
く
關
係
上
.、：*
多
め
It
:
#.經
_
問
職

 ̂

免
ん
於
°:
が
ば
る
.
_
_か
妒
，1ー
八
3;
:
ー：

〕

年
が
秋
{€
至
づ
,
マ
的
^
ェ
^
グ
メ
統
評
膝
會
が
設
立
を
見
^
に
垄
つ
恕
歧
せ
あ
务
ぜ
取
ぼ 

_

w
ズ
の
銃
計
協
# ;
ち
即
如
欹
炊
.王
龙
統
訊
節
會
_
數
€
月
翌
叫
货
、
英
陳
に
於
げ
：る
嚴
初
，の_
訃
.

#で
あ
.つ
：麵
，

^

游
動
が
膨
_
ば
齡
ぬ
_
挪

1|
|
た
祆
^
ゾ
,
ェ
免
ダ
尤
の
Mr
#
的
變
奪
_
取
や
も
か
免
私
衣9
'令
漱
書
舡
現
'れ

 ̂

ど
と
は
固
難
で
あ
ゲ
か
ら
、
主
と
し
て
莢
國
發M史
に
關
係
"あ
り
、
又
吾
人
に
と
つ
て
肌
ハ
味
あ.り
と
思
.
ゲ
\
も
の
に
0
.い
^
簡
.單
：に 

記
述
し
よ
ぅ
。

； 

. 

•
-■•.
、
 

.

.
:

>
ゾ
チ
エ
ス
タ
ァ
に
於
け
る
社
會
經
浒
的
齓
贫

 

セ

九

C.1

ニ
5 ;

1
1

〕



マ
シ
チH.

K

タ
ァ
に
於
け.る
社
會
練
.

.

濟
的
調
蜜 

：

八
〇
.

(

1

5

5

)

策
ヤ
1章
は
初
期
(0
社
會
調
淹
と
題
す
る
。
そ
の
中
吾
人
の
最
も
關
心
を
享
る
點
は
.紡
績
エ
墩
に
於
け
ゐ
勞
働
問
題
で
；あ
ら 

5;
'
。.
マ
八
三
三
年
に
、
，•繊
維
H
«-
s
於
：&
妃
！̂

钜
齡
_
如
歲
哼
叉
_
八
歲
以
で
か
衝
把
解
勞
儆
晚
眺
(0
:
.
'
制
限
1
規
宠
也
を
.

R

場
法 

が
通
過
1>
於
。.
'2.
0
洪
令
は
：

|>
:
昏
％

;
-等
の
麻
_
如
§
_
缦
働
の
生
|
|者
ぬ
ど
つ
で
_
縦
私
で
杈
嘌
尨
比
扣
り
介
故
く
、.資 

本
家
側
に
と
つ
‘て
も
反
對
で
ぁ
つ
，た
$
撤

會

主

^
^
'
s
a
m

PS
T

e

l
多

_

3
が
货
€>
是

^

る
，兄
弟
<0
'
资
凇
家
ぬ
鞭
吿
さ 

t
て
ゐ
る

P
そ
れ
に
他
へ
ば
、.一
線H

場
.に
於S

る
.勞
餘
者
の
'儆
康
及
び
遨
德
狀
態
，

S

他

の

エ

ー

場
B

る
も
の
.で

は

：
I
い
0'

;勞
働
時
間
の
.
’ 

長
い
む
と
は
決
し
わ
參
雄
を
過
勞
也
1>
む
を
も
の
#
も
故
ぐ
A
そ
：の
鍵
一
や
體
質
ど
_
が
5
>が
甘
:̂
.
_̂;
愈

-*
攻
«-
5,
石
:̂

虐
待
酷
使 

は
全
く
锒
據
釔
き
こ
i

で
あ
ず
と
し
で
' 
貪
時
の
亂
3:
場

か

辯

護$:
な

じ

セ

ゐ

る
0'
;'し
如
し
も
の
.數
字
的
@,
證
ぬ
少
し
も
詰
^

歡
時
蒸
氣
か
狀
ど
の
程
度
ま
で_
用
さ
れ
尤
が
た
か
0-
:
:
1八
1
1
:
5 

るO
S
1

八
三
六
牢
に
、
マ
ン
チェ
ス
タ
ァ
及
び
ソ
ォ
ル

フ
ォ
ド

(O
'
總
計
は
^
、九
一

一
四
馬
力
半
で
あ
つ
た
。
蒸
氣
カ
の
地
鏡
は
燃
料
の
供
- 

給
に 
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

James 

M
e
a
d
q
w
s

 

の
同
年
の
報
吿
忙
依
れ
ば
、

マ
ン
チェ
ス
タ

ァ
に
於
け
る
右
炭
購
入
量
は
：.次
ぎ
の 

如
く
で
あ
る
。
. 

' 

.
,

1

八
！ニ

四

年

：
•.
■•
, 

'
'
'

入

？

：'
:''
-
七
，̂ー̂
^
^
^
^
^

1

八

三

五

年

:y 

.
' 

,
_
:
:
v
:
/

八
ニ
〇
、p
〇
〇
顧

、

,

一
八
三
六
年. 

九
一
三
、
九
九|

噸 

こ
の
時
代
办
こ
の
激
增
は
交
通
機
_

の
改
良
に
*
ぐ_

の
ー
で
あ
：
る
；
？
一

當

時

鐵

雜

ぬ

来

把

.

ゆ
利
用
さ
れ
て
ゐ
た
と
は
沄
ひ
難
い
。 

從
つ
て
：一
.
八
三
四
年
及
び
一
八
三
六
ハ
ヰ
共
に
，六
割
ゴ
ー
步
ま
で
運
河
を
利
用
し
て
ゐ
る
。
殘
餘
を
徽
稅
道
路
及
び
鐵
道
に

.
依

っ

.
て

運

搬

し

:
:'.
.蒸
氣
カ
及
び
石
炭
の
使
用
と
相
關
聯
し
て4
手
織
エ
'0
運
命
は
最
も
注
自
す
べ
き
問
題
め’
|
つ
で
あ
る
。
手
織
^
ほ
當
時
取
南
ラ
シ 

ヵ

，
：
シ

ャ

チ

の

勞

働

階

_

の
重
要
な
部
夯
を
古
め
る
冬§

あ

0
た
:0
.こ
れ
等
冷
串
織
エ

あ

。
.調
喪
さ
れ
た
家
族
、
，四
辛
：
1
;
:
1
.

戶
の
內
:^
五
翻
五
：步
が
：ィ
ギ
リ
ス.人
、
約
四
割
一;
1ー
步
が
，ア
^
ル」

フ
ン
ド
人
.->
;
九
厘
が
ゥ
：夂
ル
ス\
 

:五
厘

：が

ズ

：

『

：ッ
+
ラ
シ
卞
入
で
：.あ
#

、
.
’ 

.

宗
敎
.は
■
^
が
英
國
敎
會
:;
,|
'三
分
(?
)
:
1
.
が
舊
敎
信
者
‘で
あ
：.つ
^

1?
四

分
5

 ̂

:_: 

十
分
0
:
1强
：は.室
借

ぢ
'
:
.
殆
、ど
五
分
：の.ニ
が
穴
藏
往
ひ
.で
あ
つ
た
.。
三
.分
：の
'
.一
以
.上
.は
'.
，.c
o
m
f
o
r
t
a
b
l
e
'
.
$

<?
:
'
^
&
5:
，

T
^
^
^
家

«
蓮

む

甚

々

：で
.あ
る
0
:標

準

は

：
一
:迦
：—
志
 ̂

:
i
^
i
l

千
莨
十
b 

人
ぬ
兒
童
冲
や
沐
學
校̂

通
ぶ
者
僅
如
海
；1苗
被
¥
£:
^

;̂
白

_
學

赞
£
行
.べ
者
©

2
ハ
亩
«
十
人
；に
過
ぎ
ま
い-ollfii

Jii :

家
旗
中 

1C
半
均
一一

人
の
働
手
が
弟
つ
だ'.
0
働
手
空
ニ
割
八
歩
は3:
場
杧
通
：ひ
、

.
|
®

 ̂

八
步
が
倉
庫
^
、
'同
.じ
^>

八
步
：が
建
築 

業

ft
.勤
め
て
ゐ
た
？ 

•;•
•
.
• 

ノ
ノ
.
. 

.

.「

|

餅
究
ゼ
刺
戟
さ
れ
.て
、
.マ
シ
チ
ェ

そ

：の
：
結

果
”
：.
シ
：
チ̂
ス

汐
：
ァ
.及
.び
^
ヴ
ァ
：プ 

>
:ル
の
舊H

業
^

1:區
域

ょ

少

名

：
、
ン

北

部

-'
'
東
部
め
.新
0:
業
都
市
の
方
が
、
往
宅
狀
態 

が
'優
秀
.：で
あ
る
と
.と
が
.解
つ
た
o
- 
. 

‘ 

’ 

' 

. 

: 

■

;:
.
-
'
そ
こ
ヤ
'«
し
き
性
淹
業
が
勞
働
者
の
生
活
狀
態
の
惡
祁
に
、
ど
の
程
度
ま
で
責
任
が
あ
る
か

r
問
題
と
さ
れ
た
o
.そ
の
た
め
に
純
粹 

CD
.農
業
區
#
の
勞
働
卷
の
狀
態
の
調
杏
を
な.し
、
沘

較
-1
>た
が
、
勿
論
：都
市.の
勞
働
者
の
袱
態
ょ
り
優
秀
次
あ̂

.

:
,
ハ
ル
.に
於
い
て
,'
同
様
.の
調
茶
が
.；

j.

八
_
1
1
ー；％
年
忙
^
別
每
に
な
さ
：れ
%
,:
:

°
^

の
輪
果
 ̂

の
他
*<
0
都
市
ょ
り
艰
良
で
#

0 

た
。
即
ち
.勞
働
者
に
し
て
穴
藏
住
ひ
の
者
は
^
ヴァブゥルでは五吩

.(0

.
;
:
1
:

、
，マ
^
チ
ェ
ス
ク
ァ
及
び
ソ
ォ
ル
.フ
才
.ド
で
枕
十
分
の
.
4 

V

XチH

ス
タK

に
.：於
.け
る
社
'#
經
濟
的
_
蜜

7\
| 

(
1
1
:
1
1
^
)

441



マ
ン
チH

ス
タ
ァ
に'於
け
.る
社
會
經
酹
的
調
奔
 

八

ニ

2

5
X
0 

で
^:
る
^

_
對
1̂
:
、
”
ハ
：ル
^
味
|
:萬
人
^
免
い
ボ
十
5:
人
に
^

か
な
.
悲̂

慘

な

馱

の

：
セ

ぁ

な

恕

為

_
ぃ
：。̂
樹

を

.«
れ
缺
、ー_

^
 

1,

割
三
步
は
五 

人

以

夯

ノ

七

人

以

上

：
眠

れ

名

-*
の

ほ

慧

ー»
枭
_

逢
篇
ふ
。

——

’
 

：

.

:

•

.

•

-

;
^々

^

^
賴
で
.敎
育
等
の
'
;十
分
行
は
.れ
る
辔
が
啟
い
。’
.未
就
學
兒
童
の
多
い
ば
か
り
で
な
く
"
敎
師
自
身
•の
無
知
と
貧
S
と
は
甚 

¥
v>
私
の
が
^:0,

た
。

1
:八
三
政
-
七̂
年
、
'
:
'
こ
(0
方
面
@
撰

が

»
は
れ
そ
.ゐ
る
が
1
:1
.
§̂

第

5
黧

ゅ

死
.
ポ
管
鐵
道
勞
働
と
題
オ
る
ぶ
エ
場
製
め
發«
;̂
死
^
が̂

次

い

；
で
：
問

«
ぶ
さ
れ.
た
が
、'ば
^
は
後
ぬ
公
衆
銜

を̂
，
 

間
題
卷
尤
る
所
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
讓
つ
て
、
鐵
道
の
發
達
と
'そ
の
勞
働
者
と
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
議
論
を
紹
介
し
ょ
ぅ
。

,,
>鐵
邋

味i

爲

1
_ハ
y

l
奚

霞

m

始

汽

：建

着
i

A

i

f豪
ぬ

ば

數

萊

哩(D
W
道〔

が
新
設
さ
れ
た。
.
 ̂

ゅ
新
設
啟
ば
多4
.
|働
^

|

る̂
。
尖

部

分
_

^

^
及
^
求
ネ
％
-»
シ
^

が̂
そ
の
供
給#

$赵
っ

た

？--
戏 

統
i

會
の
.

§
#

合

で
)>
|

」

肖
&

展̂

游

鐵

道

建

設

ぬ

義

ず

：る

榮

馨

疫

及

ぼ

1"
あ
绶
窖
毒.に
^

^

.

爲̂
ゐ
る
''
o;/
:そ
^
生̂
と
：1,
，̂.

ン̂
，チ
冷
ス
：タ
靖'
ダ

フ̂
ィ
;1
;
ド
鐵
道
の
サ
：ム
.
务
ッ.
ト

'
ト

ン

ネ

ル 

で
、
备
れ
杩
依
蚤
と
こ.
の
：
.
エ
事
に
際
6
、〗

§
と
も
每
十
£
名
以
土
の
命

馨

指

摘̂

§

ぢ
':
°
ビ
§

吿
は
皮
響
|

ん
殮
0̂

讧
立
1
1
0
1
^
穿
泞
片
嗦
雇
由
が
：す
べ̂
の
.

件
の
，財
政
的*

©
を
負
檐
す
る
.の
- 

み
&

ら
ず
-
鐵
道
事
業
咬
對
し
そ̂

^

め
盥
督
^
從
ば
じ
め
^

姿
と
を
提
議
し
愈̂-
又

雇

盡

妨
^
は
該
^

み
ミ
^̂
^

1

铯
：る
、：

T
h

o'm
a
s
,

名c
®
.
o
n

が
慘
»

@
#:
ぐ
妹
勞
働
者
0
不
1

と
：不
乘
順
か̂

起
：备
も
0
と
斷
£

 ̂

{

^

&

.

1>
'
^;
0マ
ざ
&;
に 

協
會
の
誤
謬
を
指
摘
し
、
死
亡
者
は

一

ー
十
六
名
に
過.ぎ
.ず
し
：て.、
；同
规
模
の
他
の
：事
業
ょ
り
も
死
衮
の
少
な
き
旨
を
述
べ
た
。
：
又
物
品

^

^

礴
働
肖
の
||
1
-德
的

麗

鐵
&
辑

ふ

攻

醪

贮
<>)

て
、
そ
^
ぞ
^

m

u/f
e
Q
VL>
私

U
結
局 

の
議

拍

.し
い
と
さ
る
、
に

蒸

染
^
:
.5
.-
.'
. 

•
パ
：
.'':
:.ニ
べ.-.
'
-
r 
:
,
:
:
: 

,
.' 
.く 

\:
;

i
v:..、
：：

:!
;
懸

欹

r
は

公

衆

衞

坐

述

べ

て

：

Q

る
。
艽
十
年
篇
朝
期
m
於
#
て

論

#
證
ぢ
由
心
的
で
あ
^
た
。
■' 

各
な
づ
想
-9
&
,
.
0
證

!̂
應
爾
で
$
統
訃
^

^

§̂

^

/«

'>
<
5
;
^

ニ
«
麵

泛

霖

4癍
釦
は
^

#

救̂
« :
-
變

開

題

知

摄

故

の
1|
|>
:
^
秦̂

<6
:
举
钹
妫
-
4、
：
醫
f
に
：侬
つ
1
寒

^

^

#の
>
:で，
#
-

各

怒

_

■

、分
,

馨

_

か

翁

”

'

_凝

傅

害

笤

璧

_<?
'

■

「

意

顧
^

<
£
h
&;
_

§

^

fe
.
J
O
^
n 
ガ &

e
r

 

繁
a
o.
v̂
第
 riMSS

sla
^
!
g

擧

^

努
力
に
^

つ
て
保
爾其
ぼ
^

 ̂

の
た
^
の

戰

綮

ん

暮
^

^
さ
れ
た
ネ
ぞ
^
督

撖

^
激

ハ

泰

代
-

頃̂
呤
於
^

^
V-
'ン
チ
ぅ
ス
.ダ
ァ
の
死
m
奮

繁

II

は
出
^

^
:̂
,̂

醫

_
烧
茨
が
#

と̂
&
«>
:

#
へ
#
つ
’た
0 
t

る
取
®

こ
.の)

今
»

の
慶
對
派 

を

搂

蟛
®

私

羅

判

各

邮

へ

さ.ぜ
石
ギ
ぅ
に
じ
た
。
そ
の
批
判
の
|'
1 

>は
^

I
f 

d
>;
i
p
l
a
p*
d
'

が
命
吟
に
^

;

^

%

^

^

|

腐
：̂

靡
亡
0
.原
因
怒
^

^

.調
奪
し
>
:
K

^

®ii
ぼ
疾
病
の
有
力
な
原
因
で
は
魟
る
が

"

そ
れ
が
唯 

如
^

^

^

こ̂
と
を
認
吼
じ
た
。-又
.Da

a
e
i
'
I
s
f
o
H
e

發

#'
•
は
興
味
矢
き
報
寒
^
し
て
ゐ
ヘ
る
，
即
ち
當
鐘'つ
：た
有
名
な 

「

藝
ど
死
亡
率
と

の
^

^

^

'
土場紙

«'
#

^
術
*
じ珣

\'
<
&:̂
^

3̂

#
奮
於

^
ら
^

^

•̂
^
^
'
'
k
^

t-
.
•に
城
ル
る
-
;

i^r 
絨

濟

的

c
t
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チエス

V

ァ
に
於
け
る
祐
會
純
濟
的
調
食
 

■'
: 

■

，八
■四

0
1'1
5.八
>

.か
\'
"
る
論
爭
は
こ
K
に
益
バ
ム
衆
保
健
の
問
題
に
對
し

V
、

政
府
の
活
動
を
見
る'
£至
0
た
'の
セ
あ
る
。
.事
實
こ
の
問
題
を
明
か
に
す 

-る
た
め
电
は
、
浣
全
な
る
人
口
統
訐
、
又
町
生
死
亡
屆
出
0'
-逝
_

教
@
^
び
.,
'
-机

央

歐

府

か

：瑕
_

要
求
さ
1怍
が
?:
3
^'
レ
：5̂
<
此 

瓶
^
®:
着
な
^
デ
渉
に
‘對
し
て
は
.、
多
く
のi

論
を
生
じ
て
が
：た。

.

. 

’‘

ぶ
第
K!
實
ぬ
於
いV

は赀通敎育に眺す'る

述

べ

て
ゐ
る

。
广
こ
ゎ
に
は
赂
す0 

. 

•

'•
.
'
,
。̂

ゼ
が
®

に
於
い
て^

は̂

ボ
<?
:;お
ゼ
^

«改
^
に
關
^

,

^

#協
«
々
員
(6
:活
動
に
つ
い
て
記
述
し
：て
な
る
.が

 

>
'
1
ハ
章
以
：下 

^
霞
^
て
、
へ̂
鑛

期

吃

於
^
:る
‘經
澳
的
龙
面
ぺ.
0«;
前
ゼ
述
我
1:
^
^
^

:ソ
^
八
4*
1
记

氣

-;
^;
^
牟

、.2'
.̂

A
JL
七 

—
が
敗
故
恐
慌
に
ヾ
無
慌
の
原
因

 

>及
び
そ
。.の
銃
計
的
硏
究
が
翁
ぬ
行
ゆ
れ
始
め
た
。

"著
.者
は

こ

^
,
.
で

當

時

銃

計

協

會

を

中

心
 

紀
じ
セ
發
表
也̂
汝
だ
么
_
の
擧
說
^

介̂
レ
て
:̂
を
-.
^

&
'̂

择

：紀

^
§
'
$ 

Williams, John. M
m
s
.

(o,,11:1

者
：に^
い
て
、 

爸

OD
..叙
慌

學

龀

藝

領

ょ

：
<:
.繁

IJ
-t
:
^
を
0
*
火
ば
ヒ
.ギ
に
«;
の
^

殊
に
逛
時
多
く
：の
：恐
慌
學
說
史 

ゐ
左
時
一
、

.

の
：
窘
^

«馨

が

;0
1
_擊

が

.そ
ー
の.囊

>
協
會
扛
の
關
係
、
：及
び
.そ
ー
の.後
の
.恐
慌
學
說
と
の
|

例 

べ
故
窆
日
ド
と
：̂

ず
7

淬̂
&

&
鉍
の「

如
き
-
-
關̂
係
^
短
.文
中
^
巧
み
'に
說
明
し
て
.ゐ
る
こ
.と
を
指
摘
ず
れ
ば
足
：り

〖

る
で
あ ̂

m
-v
當
時
唱
ぺ
^
怍
尨
霜
學
說
ぼ

結

局

信

用

循

環
.に
«
礎

を

置

き.:
,
>豳

變

避
.ぐ
.る
.た
め
玲
は
、
：：實
務
家̂

舛
な
が
^
た
び
統
計
協
會̂

^
ぅ

仏

た

學

親

五

め

間

題

灰

は

別

^

 ̂

%-0
と
實
際
土
め
技
術
(0
'
間
題
に
も
興
味
ゼ
有
づ
：て
ゐ
た
。
.
K
.
.
^
, 

银
代
(0
_

:

の

間

題

ど

し

发

,'
-株
忒
紙
織
0
飯
行
が
そ
$

任
は
有
限
緣
る
：べ
き
や-'
>
'又
は
無
限
#
る
：べ
赛 

t'
:

®
す
.̂:
§

や
0
問
題
替
が
論
ぜ.ら
れ
た
0
又
英
國
發
達
史
上
、最
も
注
意
す
ベ
き

'一
づ
で
：あ
る
支
店
制
度
の
發
達
に
つ
いて
、 

*;
次
#
離
釩
»
に
，於
け
る
*

’取
引
の
.
'淺
‘高
勘
定
の
.變
化
だ
關
し
.辱

1
1
1
:7
出
&
5

0
有
阳
な
.る
發
表
が
ぁ
<>
.た
;0
き
^̂

.期
的
變
動
.斤
龙
れ
|£
關
ル
<
銀
行
紙
幣
の
潑
行
(0
询
題
尊
、：_何
れ
^
壞
靡
的
注
題
を
_
扱
っ
た
も
の
沈
あ
り
、.英
國
0
金
融
發
^
^
に

^
0
0 

.

. 

- 

-
; 

-
V
: 

, 

.,

•■
.

:

.

，.
.へ：
.
，
;
,
':
:
,

第
七
.章
に
はStanley Jevons,

の
^

^
を
、王
と
し
て
取
艰
つ
て
ゐ
る
。

J
e
v
o
n
s

は
一
.八
六
五
I
六

年

の，#
期
に

於

い

て

同

協

會

の 

#
員
，に
拙
藤
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
六
九
年
か
ふ.七
，一

年

ま

でL
a
n
g
t
o
n
,

の
.後
を
襲
ふ
て
會
長
と
な.つ
.
て

ゐ

る:0
マ
ン
チH
ス
タ
ァ
銃
計

.-

.
V
.' 

. -

ノ ) •+.... ノ
 

.:'

.
?
;-.-- 

■

•、.
-
' 

: 

. 

... 

. 

. 

.
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■
 
.
 

.
 

. 

• 

.. 
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•

,協
會
泛
は
極
め
て
密
接
な
關
係
を
有
す
るo
彼
が
.マ
ン
.チ
*
ス
.タ
ァ
に
來
た
の.は
、
協
會
員
に
‘な
'る】

1

年
前
、1

八
六U

一
年
で
、

I
八
七 

六
苹
ロ
ン
'K
ン
.
の
U
n
i
^
-K
i
t
y 

C
o
llege

に
そ
の
職
を
得
る
ま
で
、
こ
、
に
生
活
し
て
ゐ
た
。
彼
が
協
會
の
會
報
に
一
八
六
七
¥
に
始 

必
て
寄
稿
わ
た
論
文
は
公
益
樂
業
、
例
へ
ば
郵
便
、
m
信
等
の
國
家
統
制
に
關
す
る
も
の
で
、
例
の
四
つ
の
原
則
を
假
定
し
て
議
論
せ 

る

も

の

で

，あ
る
。

第

二

の

も

.の
は
一
八
六
八
牢
に
な
し
た
國
際
貨
幣-#
議
に
關
す
芯
も
の
で
あ
る
。
世
界
に
'於
け
る
貨
幣
に
依
る
自
甶 

贸

易

を

生

漲

，む

た

の

は

英

_
で
あ
り
、
そ
れ
を
暗
示
し
た.の
.は
マ
ツ
チ
J6
ス
タ
ァ
で
あ
る
。
貨
幣
の
統

一

は
自
FJ
1
贸
易
の
導
入
に
續
く 

ベ
音
も
の
で
あ
る
と
し
て
主
張
し
た
。

一
八
六
九
丨
七
0 !
年
の
會
長
就
任
講
演
は
先
づ
自
屮
貿
易
に
對
す
る
辯
誕
論
で
あ
つ
た
。

「

自
* 

.の
あ
ら
ゅ
，る
行
働
こ
そ
ー
つ
の
互
患
條
約
で
あ
る

」

‘と
云
ふ
一
句
を
淺
し
た
の
も
こ
の
講
演
に
於
い
て
^
あ
つ
た
。
そ
の
外
敎
宵
問
題 

等
廣
帆
.に
瓦
つ
て
論
及
し
た
。
し
如
し
最
も
學
問
的
價
侦
あ
浴
論
文
は
一
八
七
四
年
に
な
さ
れ
た

「

經
濟
學
に
於
け
る
數
鹖
的
學
說
の 

進
步」

で
あ
ら
ぅ
。
こ
れ
に
關
し
て
こ.
Xに
多
く
說
明
す
る
必
要
は
な
い
。
後
年
に
於
い
て
.Je

v
B
S

は
社
會
叫
題
の
硏
究
に
设
頭
す
る 

や
ぅ
に
な
り
.、
酷
酎
.に
關
す
る
硏
究
の.如
き
は
そ
の
一
つ
で
、

一
八
七
六
年
に
發
表
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
が
統
計
協#
と

關

_

あ

る

論

文 

の
最
後
のも
，
の
で
あ
浴
。J

e
v
l

の
友
^
關
係
及
び
fo
丨
i 
00̂

^
に
經
濟
擧
の
講
座
の
あ
つ
た
こ
と
は
、
知
名
の
經
濟
學
效
を 

し
.て
協
#
.
,の
會
報
把
寄
稿
せ̂

む
る
緣
と
な
つ
た0'
即
ちB

o
n
a
m
y

 

Price, 

L
e-O
n L

e
v
i

等
が
あ
る
。

X

O
w
e
n

 C
o
l
l
e
g
e

に
於
け 

るJevons 

•の
後
繼
者
；Robert 

Ad,

a
m
s,o
n

.そ
れ
に
次
.い
で
1. 

w
, 

CHa\yford J
VIUnro.

N -
れ
も
協
會
と
密
接
な
關
係
を
有
し
て

ノ 

‘
 

： 
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' 

} 

' 
、
い
'‘
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~ 
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■マ
ツ
チ
〒
_ス

タ

ク

本

於

け

る

说

會

嚷

濟

的

調

査

A
3L(

1

Irr
^
v



^
 

(

：

1

ゐ
>

。：
浼
仉
等
の
人
4
の
寄
稿
論
文
に
っ
ぃ.て
、
蒂
辫
は
要
領
ょ
く
說
观
し'て
％
%
が
、
こ
、
に
は
街
账
す
る
。

澈
八
京
は
一
八
七
〇
尔
か
ら

I

九
〇
〇
萍
に
：旗
る
社#
風
潮
そ
述
べ
、
そ
れ
が
統
訧
協#
に
及
ぼ
し
た
反
響
を
說
明
し
て
ゐ
る
。
潜 

漭
は
こ
の
時
期
を
？？
し
て
政
治
的
に
は
民
生
，片
莪
の
箸
し
く
發
逹
せ
る

f

期
と
な
し
て
ゐ
る
。
經
淌
上
祀
於
い
.て
は
英
國
の
跗
外
贸
易 

に
對
し
、
外
國
の
競#
が
迦
り
、
社
#
生
義
と
啼
阈
、不
：義
と
が
相
對
立
し
た
騎
期
で
％
义
。
從
っ
て
協
曾
の

#
贤
が
意
見
も
示
さ
ず
、 

批
評
も
:1
.な
か
つ
た
政
.治
又
は
.經

濟

問

題

は

極

め

て

僅

‘か
で
あ
る

10
勿
論
一
々
こ
>れ
等
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
今
濟 

漭
が
€

^
て
カ
石
内
>
あ
往
意
す
べ
啥
ス
の
を
採
石;̂
、
マ
ン
チ
ヱ
ス
タ
ァ

'
に
於
け
る
協
同
販
资
組

八：：

の
問
題
とJohn W

a
t
t
s

の
葸 

觅
。

H
e'F
J
r
y 

q
e
o
r
g
e

の
影
響
。charvs. 

w
o
o
t
h

の
贫
民
硏
洗
の
賞
際
的
影
響
。

I
^
p
e
d
a
l

 

Federation 

L
e
a
g
u
e

と
の
關
恨
等
で

广
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あ
る
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1

八
八
七
印 
一
W
協
'#
に
於
け
4 

L
e
a
g
u
e

の
#

*
に
眼
す
る
ff
i
g
a
r
d

 

v
i
n
c
s
t

の
_
演
は
、
肖
山
贸
黏
ょ
り77
'
1
主
莪
に
丨 

少
く
と
4
坑
の
自
山
生
義
時
代
の
來
必
冻
で
は|
桢
玫
地
を
結
合
せ
沽
大
英
帝
關
の
妞
設
に
向
つ
て
進
む
必
要
を
ヵ
說
し
て
ゐ
る
。
廣 

諧
が
そ
の
後
に
附
し
た
、
こ
の#八

：：

に

招

待

さ

れ

た

自
FI
1
贸
易
；

H： :

義

奢
J
o
g
'
tdr

i
g
h
t

の
出
席
拒
絶
の
手
紙
は
誠
に
興
味
多
く
諝
史

.
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•
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れ名。その後に蒂对は

「

か
つ
て
る

c
o'c
r
'
d
e
n
の
所
風
し
て
ゐ
た
ー
協
會
に
於
い
で
、
か
く
の
如
き
問
題
が
論
及
さ
れ
な
け

* 

/ 
-
卜

'1
■:
■■(
■-
.
/

■ .
.
.
-
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.
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ノ
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.
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'
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L
.
;
. 
in

れ
ば
な
ち
な
か
つ
次
と
沄
ふ
琪
實
は
、
边
い
含
賀
违
の
心
を
亂
さ
ぬ
め
け
に
は
ゅ
か
澈
か
つ
た
。
そ
は
斌
む
來
た
ら
ん
と
す
る
前
兆
や

.

福

」

塗

'
■
.

興

',,0
;:',,: 

'
'

M 

,

:

:

-

リ
^ ̂

.

笳
汍
漳
は
綿
業
4
认
ロ
敍
訃
4
遛
す
る
。
第
汁
汍
世
紀
の
最
後
の
ニ1
1不
哔
問
寒
农
洛
れ
た#
|!
-
|
'
的
，冊
究
め
..中
、
綿
業
と
人
ロ
5
に 

观
す
名
中
：要
な
^
の
を
擧
げ
て
.ゐ
る
。
そ
の
内
、
綿
業
に
關
し
て
著
し
く
：：

H

の
つ
く
こ
と
は
、
'外
國
の
競
爭
に
關
し
财
る
鋭
敏
に
な
ク 

て
ゐ
るM

と
で
あ
る
？
例
へ
，ば
大
陴
及
び
合
衆
酬
の
原
綿
浒
费
澉
が
英
胄̂り
多
ぃ

か̂
少
尨
ぃ
4
か
を
論
ず
名
が
如
き
、
又
外
國
に

於
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縮
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。
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れ
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あ
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。
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萬
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萬
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然
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し
て
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米
を
、
そ
し
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し
去
つ
た
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つ
て
ゐ
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。
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迆
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狀
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。
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。
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近
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